2012年度　化学Ⅰ－第4問－問5
【問題】
　アニリン，サリチル酸，フェノールの3種類の化合物を含むジエチルエーテル（以下エーテル）溶液を試料溶液とし，この溶液中の各化合物を操作1～3により分離した。これらの操作で用いた水溶液A～Cの組合せとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。
操作1　試料溶液を分液ろうとに入れ，水溶液Aを加えてよく振り混ぜたのち，分離した水層をビーカーに取り出し，水溶液Bを加えたところ、アニリンが遊離した。

操作2　操作1で分液ろうとに残したエーテル層に水溶液Cを加えてよく振り混ぜたのち，分離した水層をビーカーに取り出し，水溶液Aを加えたところサリチル酸が析出した。

操作3　操作2で分液ろうとに残したエーテル層をビーカーに取り出し，エーテルを蒸発させるとフェノールが残った。

	
	水溶液A
	水溶液B
	水溶液C

	①
	塩酸
	NaHCO3水溶液
	NaOH水溶液

	②
	塩酸
	NaOH水溶液
	NaHCO3水溶液

	③
	NaHCO3水溶液
	NaOH水溶液
	塩酸

	④
	NaHCO3水溶液
	塩酸
	NaOH水溶液

	⑤
	NaOH水溶液
	塩酸
	NaHCO3水溶液

	⑥
	NaOH水溶液
	NaHCO3水溶液
	塩酸


【正解】

②
【解説】

　芳香族化合物の分離に関する問題では，「分子は水に溶けない」，「中和して塩になれば水に溶ける」が基本です。
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操作1　水溶液Aを加えると，アニリンだけが水層に移動しています。アニリンは右図のようにアミノ基－NH2をもっていますので，塩基性の物質です。よって，水溶液Aは酸性の水溶液（塩酸）だとわかります。

操作2　エーテル層には，サリチル酸とフェノールが残っています。ここに水溶液Cを加えると，サリチル酸だけが水層に移動しています。サリチル酸はカルボキシル基－COOHとフェノール性ヒドロキシ基－OHをもっており，フェノールはフェノール性ヒドロキシ基－OHだけをもっています。
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	サリチル酸
	フェノール


カルボン酸とフェノール類を分離するときに用いられるのは，炭酸水素ナトリウムNaHCO3水溶液です。炭酸の酸の強さは，カルボキシル基とフェノール性ヒドロキシ基の間にあります。そのため，炭酸から生じる塩の炭酸水素ナトリウムは，カルボキシル基と反応して塩をつくりますが，フェノール性ヒドロキシ基とは反応しません（フェノール性ヒドロキシ基の塩を遊離する）。よって，水溶液Cは，NaHCO3水溶液です。
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